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た
と
え
ば
月
明
か
り
の
も
と
、
中
国

元
時
代
の
興
福
寺
銀
襴
を
眺
め
た
と
想

像
す
る
時
、
薄
明
か
り
の
中
で
み
る
紫

地
の
裂
は
人
の
心
を
吸
い
込
ま
せ
る
深

さ
が
あ
り
、
僅
か
な
部
分
で
し
か
な
い

も
の
の
、
か
つ
て
興
福
寺
の
荘
厳
と

な
っ
て
い
た
伝
承
を
想
起
さ
せ
る
。
優

れ
た
一
部
分
は
全
体
を
雄
弁
に
物
語

る
。
そ
し
て
小
さ
く
と
も
力
の
あ
る
作

品
は
大
き
い
。

こ
の
こ
と
は
過
去
の
茶
人
に
つ
い
て

も
い
え
る
。
著
名
な
茶
人
に
つ
い
て
は

資
料
の
豊
富
さ
か
ら
研
究
が
進
ん
で
い

る
も
の
の
、
や
は
り
資
料
の
不
足
か
ら

研
究
が
進
ま
な
い
知
ら
れ
ざ
る
茶
人
が

多
い
。
こ
れ
ら
の
知
ら
れ
ざ
る
茶
人
た

ち
も
ま
た
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
新
発
田
藩
十
代
藩
主
溝
口

翠
濤
で
あ
っ
た
。
不
昧
の
没
後
の
江
戸

で
、
不
昧
の
近
く
に
あ
っ
た
吉
村
観
阿

や
本
屋
惣
吉
親
子
な
ど
は
、
新
た
な
出

入
り
先
が
溝
口
家
で
あ
っ
た
。
た
だ

翠
濤
が
親
し
く
し
、
重
用
し
た
の
は
観

阿
で
あ
っ
た
。
確
か
に
不
昧
は
偉
大
で

あ
る
。
た
だ
別
の
視
点
か
ら
い
え
ば
不

昧
の
も
と
に
出
入
り
し
た
道
具
商
か
ら

み
た
不
昧
は
、
顧
客
の
一
人
。
俗
に
い

う
太
い
客
で
あ
る
。
不
昧
が
没
し
た
と

き
、
道
具
商
は
新
た
な
太
い
客
筋
を
探

す
こ
と
と
な
る
。
観
阿
の
場
合
は
溝
口

家
に
注
目
し
た
。
溝
口
家
は
資
料
が
豊

富
に
残
る
こ
と
と
、
蔵
帳
も
確
認
で
き

た
こ
と
で
、
文
献
と
作
品
の
追
跡
調
査

が
可
能
と
な
り
、
よ
り
立
体
的
に
溝
口

家
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
し
て
何
よ
り
溝
口
家
に
集
う

観
阿
や
本
屋
惣
吉
親
子
な
ど
の
人
々

が
、
実
は
不
昧
没
後
の
江
戸
の
茶
の
湯

文
化
に
大
き
く
関
係
す
る
人
々
な
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
翠
濤
周
辺
の
人
で
数
寄

者
で
は
鳥
羽
屋
道
樹
が
い
る
。
現
在
、

野
村
美
術
館
が
所
蔵
す
る
中
興
名
物
茶

入
銘
「
藻
塩
」
に
は
多
く
の
添
状
が
付

属
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
寿
星
軒
の
名
が
確
認
で
き
る
が
、

こ
の
人
物
こ
そ
が
道
樹
で
あ
る
。
道
樹

は
江
戸
三
十
間
堀
の
町
人
数
寄
者
で
あ

る
。
幸
い
、
弘
前
藩
の
藩
庁
日
記
に
記

録
が
残
り
、
致
富
と
茶
の
湯
の
活
動
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て

出
入
り
し
た
道
具
商
は
、
や
は
り
不
昧

の
茶
会
記
に
も
参
会
が
確
認
で
き
る
竹

本
屋
五
兵
衛
で
あ
る
。
竹
本
屋
五
兵
衛

の
名
は
川
上
不
白
の
茶
会
記
に
父
孤
雲

と
参
会
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

ほ
か
、近
世
絵
画
史
で
は
『
古
画
備
考
』

で
英
一
蝶
と
祖
父
五
兵
衛
と
の
関
係
を

口
述
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
時
代
の
大
き

な
変
革
期
に
美
術
品
が
移
動
す
る
と
同

時
に
、
そ
の
活
動
に
は
美
術
商
が
介
在
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す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
個
人

間
の
取
引
も
あ
る
た
め
全
て
と
は
い
わ

な
い
が
、
し
か
し
相
応
の
金
額
と
目
利

き
を
必
要
と
す
る
た
め
、
名
品
ほ
ど
個

人
の
範
疇
を
超
え
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
は
な
か
ろ
う
か
。
水
を
張
っ
た
桶
の

底
が
抜
け
た
と
き
千
代
能
は
悟
り
を
開

い
た
が
、
こ
れ
が
も
し
数
多
の
名
物
道

具
で
あ
っ
た
な
ら
、
新
た
な
所
蔵
者
の

も
と
で
道
具
と
し
て
生
か
さ
れ
、
茶
の

湯
の
歴
史
を
紡
ぐ
こ
と
と
な
る
。

時
代
の
変
革
期
も
含
め
美
術
品
移
動

で
注
目
で
き
る
時
期
は
近
代
を
除
け

ば
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
正
徳
期
と
寛

政
期
の
前
後
が
最
も
話
題
に
富
む
。

一
点
目
は
正
徳
四
年
の
銀
座
役
人
闕

所
に
よ
る
公
売
。
最
近
の
『
茶
の
湯

文
化
学
（
三
十
六
号
）』
で
和
田
千
春

氏
は
『
正
徳
四
年
道
具
代
価
帳
』（
慶

應
義
塾
図
書
館
蔵
）
に
つ
い
て
研
究
さ

れ
た
の
が
記
憶
に
新
し
い
。
本
資
料
は

琳
派
の
研
究
で
は
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ

る
。
中
で
も
筆
者
が
本
資
料
で
注
目
し

た
点
は
、「
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
」（
国

宝
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、
千
歳
蒔

絵
硯
箱
銘
「
君
が
千
歳
」（
藤
田
美
術

館
蔵
）、「
若
狭
盆
」
が
一
旦
は
公
売
に

付
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
二
条
城

の
蔵
に
し
ば
ら
く
保
管
さ
れ
た
と
い
う

点
で
あ
る
。筆
者
は
誠
に
偶
然
な
が
ら
、

松
平
伊
賀
守
家
の
蔵
帳
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、「
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
」

と
千
歳
蒔
絵
硯
箱
銘
「
君
が
千
歳
」
に

関
し
て
、「
御
拝
領
」
と
の
記
述
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ
し
て
伊
賀
守

家
の
資
料
に
よ
り
松
平
忠
周
が
所
司
代

で
あ
っ
た
と
き
、
吉
宗
か
ら
内
々
に
拝

領
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
吉

宗
が
茶
の
湯
道
具
を
下
賜
し
た
と
聞
け

ば
直
ち
に
、
表
千
家
六
代
覚
々
斎
と
唐

津
焼
茶
碗
銘
「
桑
原
」
の
関
係
が
想
起

さ
れ
る
が
、
伊
賀
守
へ
の
優
れ
た
作
品

の
下
賜
は
信
任
の
厚
さ
と
も
重
な
る
。

幸
い
、「
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
」
を

間
近
に
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
内
側

の
細
部
や
片
輪
車
と
波
間
の
蒔
絵
の
効

果
な
ど
も
含
め
、
鎌
倉
時
代
の
蒔
絵
の

奥
深
さ
に
改
め
て
感
動
し
た
記
憶
が
あ

る
。二

点
目
は
寛
政
期
前
後
の
冬
木
屋
上

田
家
。
従
来
、
冬
木
家
と
表
記
さ
れ
る

が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
の
同
家
の
屋
号

は
冬
木
屋
と
い
う
材
木
商
で
あ
り
、
上

田
氏
を
名
乗
る
。
た
だ
現
在
の
冬
木
家

当
主
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
明
治
維
新
に

際
し
て
上
田
氏
か
ら
冬
木
氏
に
改
姓
し

た
と
い
う
。
そ
の
た
め
江
戸
時
代
を
通

じ
た
同
家
の
活
動
を
表
記
す
る
場
合
は

冬
木
屋
上
田
家
が
正
確
で
あ
る
。
さ
て

不
昧
は
多
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成

し
た
が
、
そ
の
う
ち
冬
木
屋
旧
蔵
品
は

多
い
。
例
え
ば
唐
物
肩
衝
茶
入
銘
「
油

屋
」（
重
文
。
畠
山
記
念
館
蔵
）、
千
利

休
作
竹
花
入
銘
「
園
城
寺
」（
東
京
国

立
博
物
館
蔵
）、唐
物
肩
衝
茶
入
銘
「
富

士
山
」（
湯
木
美
術
館
蔵
）な
ど
が
あ
る
。

た
だ
し
こ
れ
ら
は
本
家
喜
平
次
、
分
家

小
平
次
の
所
蔵
品
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
流

出
し
て
い
る
た
め
に
混
合
さ
れ
が
ち
で

あ
る
が
不
昧
を
は
じ
め
酒
井
宗
雅
、
柳

澤
尭
山
な
ど
に
移
動
し
て
い
る
。

以
上
の
二
つ
の
時
期
の
移
動
は
、
茶

の
湯
文
化
に
関
係
す
る
著
名
な
人
々
と

社
会
的
な
環
境
を
考
え
る
上
で
も
多
く

の
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て

闕
所
道
具
の
公
売
の
落
札
者
、
お
よ
び

冬
木
屋
道
具
を
不
昧
ら
に
取
り
次
い
だ

の
は
、
道
具
商
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で

共
通
し
て
い
る
。
作
品
移
動
が
研
究
の

主
眼
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
そ
の
後
の

所
蔵
者
へ
の
影
響
が
重
要
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
時
期
の
見
え
ざ
る
交
流
が
、
実

は
移
動
に
ひ
そ
む
人
間
関
係
に
あ
る
こ

と
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
が
特
色
と

い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
最
近
、
次
の
よ
う
な
話
を

聞
い
た
。
知
人
が
猫
を
も
ら
っ
て
欲
し

い
と
さ
る
方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
タ

ク
シ
ー
に
猫
一
匹
だ
け
で
乗
せ
て
、
来

さ
せ
な
さ
い
」
と
や
ん
わ
り
断
っ
た
そ

う
だ
。
例
え
桶
で
あ
っ
て
も
、
桶
だ
け

が
タ
ク
シ
ー
で
や
っ
て
く
る
わ
け
で
は

な
い
。
相
応
の
人
物
が
ふ
さ
わ
し
い
新

た
な
所
蔵
者
の
も
と
へ
相
応
の
値
段
で

運
ん
で
く
る
こ
と
は
、や
は
り
不
変
だ
。

優
れ
た
作
品
が
優
れ
た
所
蔵
者
を
互
い

に
選
ぶ
と
い
う
関
係
は
時
代
を
超
え
て

通
じ
て
い
る
。
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理
事
会

令
和
三
年
度
第
二
回
理
事
会
が
、
十

二
月
十
二
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
行
わ
れ

た
。
理
事
十
二
名
が
出
席
し
、
以
下
の

議
題
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

一
、
中
村
修
也
会
長
退
会
に
つ
い
て

二
、�

会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
の
編
成

に
つ
い
て

三
、
令
和
三
年
度
大
会
の
報
告

四
、�

令
和
四
年
度
総
会
・
大
会
に
つ
い

て

五
、
各
担
当
理
事
よ
り
事
業
報
告

六
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

七
、
そ
の
他
、

第
一
議
題
で
は
、
中
村
修
也
会
長
退

会
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
中
村

修
也
氏
か
ら
、
令
和
三
年
度
の
大
会
終

了
後
の
九
月
二
十
五
日
付
、
両
副
会
長

と
事
務
局
宛
メ
ー
ル
に
て
、
茶
の
湯
文

化
学
会
を
退
会
す
る
、
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。
慰
留
に
努
め
た
が
、
ご
意
志

が
堅
か
っ
た
の
で
、
議
題
と
し
退
会
を

確
認
・
了
承
さ
れ
た
。

来
る
令
和
四
年
度
の
総
会
に
て
新
会

長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
両
副
会
長

が
会
務
を
代
行
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。第

二
議
題
で
は
、
会
長
候
補
者
選
出

に
関
す
る
内
規
に
従
い
、
新
会
長
候
補

者
の
選
考
を
行
う
よ
う
、
会
長
候
補
者

選
考
委
員
会
委
員
に
、
田
中
秀
隆
理

事
、
舩
阪
富
美
子
理
事
、
中
村
幸
理
事

が
選
出
さ
れ
た
。
次
回
理
事
会
ま
で
に

委
員
会
を
開
催
し
、
会
長
候
補
者
を
選

出
し
、
総
会
に
て
決
定
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

第
三
議
題
で
は
、
九
月
二
十
五
日

（
土
）
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
開
催
さ
れ
た

令
和
三
年
度
大
会
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
報
百
十
一
号
の
巻
頭
文
に

て
、
矢
野
副
会
長
が
大
会
の
詳
し
い
報

告
を
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

第
四
議
題
で
は
、令
和
四
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

日　

程
：�

令
和
四
年
六
月
四
日
（
土
）・

五
（
日
）

場　

所
：
京
都

テ
ー
マ
：�「
わ
び
茶
の
生
成　

珠
光
か

ら
利
休
へ
」

見
学
会
：�

未
定
（
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
時
期
を
見
て

決
定
）

懇
親
会
：�

未
定
（
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
時
期
を
見
て

決
定
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
大
橋
良
介
（
日
独
文
化
研
究
所
所

長
）、
熊
倉
功
夫
（M

IH
O
�M
useum

館
長
）
等
に
依
頼
す
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
た
。

ま
た
、
令
和
四
年
度
大
会
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
矢
野
副
会
長
・
山
田

副
会
長
を
中
心
と
し
、
幹
事
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。
次

回
理
事
会
に
て
、
概
要
を
報
告
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

第
五
議
題
で
は
、
令
和
三
年
度
各
地

例
会
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
、
出
席
の

担
当
理
事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ

れ
た
。

東
京
例
会
担
当
の
依
田
理
事
よ
り
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
の
方
が
参
加
者
が
多

く
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
今

後
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
の
受
容
が
高
ま
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。第

六
議
題
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
、

山
田
編
集
委
員
長
よ
り
会
誌
三
十
七
号

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
、
令
和
四
年

三
月
末
に
予
定
通
り
発
行
さ
れ
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

会
報
に
つ
い
て
、
舩
阪
編
集
委
員
よ

り
会
報
百
十
一
号
が
制
作
中
で
十
二
月

末
に
発
行
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

第
七
議
題
で
は
、
次
回
令
和
三
年
度

第
三
回
理
事
会
は
、
令
和
四
年
二
月
十

九
日
（
土
）
午
後
二
時
～
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開

催
と
決
ま
っ
た
。

　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

令
和
三
年
度
第
三
回
理
事
会
が
、

二
月
十
九
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り�

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
行
わ
れ

た
。
理
事
十
三
名
、
幹
事
六
名
が
出
席
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し
、
以
下
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
が
な

さ
れ
た
。

一
、�
令
和
四
年
度
総
会
提
出
議
案
に
つ

い
て

　

・�

令
和
三
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告

　

・
令
和
四
年
度
事
業
案
、
予
算
案

二
、�

会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
か
ら
の

報
告

三
、�

令
和
四
年
度
総
会
・
大
会
に
つ
い

て

四
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

五
、
そ
の
他

第
一
議
題
で
は
、
令
和
四
年
度
総
会

提
出
議
案
と
し
て
、
令
和
三
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
各
担
当

理
事
よ
り
報
告
と
説
明
が
行
わ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
令
和
三
年
度

予
算
案
を
一
般
会
計
と
大
会
会
計
が
別

に
予
算
立
て
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
令

和
二
年
以
前
の
よ
う
に
一
般
会
計
の

中
に
大
会
費
を
組
み
込
む
よ
う
提
案
さ

れ
、
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
令
和
四
年
度
事
業
案
、
予

算
案
が
提
出
さ
れ
た
。

第
二
議
題
で
は
、
会
長
候
補
者
選
出

に
関
す
る
内
規
に
従
い
、
会
長
候
補
者

選
考
委
員
会
委
員
か
ら
、
現
在
副
会
長

で
あ
り
、「
茶
の
湯
」
の
無
形
文
化
財

指
定
へ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
座

長
で
も
あ
る
矢
野
環
副
会
長
を
新
会
長

候
補
者
と
し
て
選
出
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
理
事
会
で
は
、
委
員
会
の
報

告
に
も
と
づ
い
て
総
会
に
提
案
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

第
三
議
題
で
は
、令
和
四
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

日　

程
：�
令
和
四
年
六
月
四
日
（
土
）・

五
（
日
）

場　

所
：�

京
都

テ
ー
マ
：�「
わ
び
茶
の
生
成　

珠
光
か
ら

利
休
へ
―
珠
光
生
誕
六
〇
〇

年
、
利
休
生
誕
五
〇
〇
年
―
」

見
学
会
：�

未
定
（
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
時
期
を
見
て

決
定
）

懇
親
会
：�

未
定
（
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
時
期
を
見
て

決
定
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
大
橋
良
介
（
日
独
文
化
研
究
所

所
長
）、
熊
倉
功
夫
参
与
（M

IH
O
�

M
useum

館
長
）、田
中
秀
隆
理
事
（
大

日
本
茶
道
学
会　

公
益
法
人　

三
徳

庵
）、
総
合
司
会
と
し
て
美
濃
部
仁
理

事
に
依
頼
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

第
四
議
題
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
、

山
田
編
集
委
員
長
よ
り
会
誌
三
十
七
号

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
、
令
和
四
年

三
月
末
に
発
行
予
定
で
あ
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

会
報
に
つ
い
て
、
飯
島
編
集
委
員
よ

り
会
報
百
十
二
号
が
制
作
中
で
三
月
末

に
発
行
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。第

五
議
題
で
は
、「
茶
の
湯
」
の
無

形
文
化
財
指
定
に
向
け
て
、
矢
野
環
副

会
長
を
中
心
に
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
了
承
さ
れ
た
。

例
　
会

東
京
例
会

（
令
和
三
年
十
二
月
四
日
）

「
備
前
焼
の
皿
・
鉢
」

下
村
奈
穂
子

備
前
国
伊
部
周
辺
（
現
在
の
岡
山
県

備
前
市
）
で
、
無
釉
の
焼
き
締
め
陶
で

あ
る
備
前
焼
の
生
産
が
始
ま
っ
た
の
は

十
二
世
紀
末
期
と
さ
れ
る
。当
初
は
壺
・

甕
・
擂
鉢
を
主
製
品
と
し
、
ま
た
遅
く

と
も
十
六
世
紀
初
頭
に
は
建
水
・
水
指

な
ど
の
茶
道
具
の
生
産
を
始
め
た
。
本

発
表
で
は
、
そ
の
う
ち
、
供
膳
具
（
食

器
）
で
あ
る
皿
・
鉢
を
取
り
上
げ
た
。

備
前
窯
で
皿
・
鉢
の
生
産
が
始
ま
っ

た
の
は
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九

二
）頃
で
あ
る
。
天
正
期
の
遺
跡
よ
り
、

口
径
二
〇
～
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

高
台
が
な
い
無
文
の
丸
皿
・
丸
鉢
が
出

土
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
ま

た
、
文
献
資
料
で
は
、『
神
屋
宗
湛
日

記
献
立
』
の
天
正
十
五
年
二
月
九
日
条

で
「
備
前
皿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が



─ 5 ─

初
出
で
あ
る
。
そ
し
て
、慶
長
年
間（
一

五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
入
る
と
、
四

角
形
や
木
瓜
形
を
成
し
た
漆
器
・
木
器

の
模
倣
品
を
生
産
し
、
さ
ら
に
元
和
年

間
（
一
六
一
五
～
二
四
）
に
至
る
と
、

茶
の
湯
で
人
気
の
高
い
「
牡
丹
餅
（
別

個
体
を
乗
せ
て
焼
成
す
る
こ
と
で
、
そ

の
部
分
だ
け
別
の
色
を
呈
す
る
窯
変
の

一
種
）」
が
あ
ら
わ
れ
た
。
牡
丹
餅
は
、

備
前
焼
固
有
の
窯
変
で
あ
る
が
、
焼
成

に
よ
る
ム
ラ
や
焦
げ
を
景
色
と
し
て
楽

し
む
と
い
う
独
特
の
美
的
感
覚
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
反
鉢

（
半
月
形
）、
洲
浜
形
鉢
、
手
鉢
、
額
皿
、

透
文
鉢
な
ど
の
器
形
で
汎
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四

四
）
以
降
は
肥
前
磁
器
を
写
し
た
「
伊

部
手
」（
鉄
分
が
焼
成
に
よ
っ
て
溶
け
、

黒
や
茶
褐
色
に
呈
し
、
器
面
が
施
釉
陶

の
よ
う
に
光
沢
を
放
つ
備
前
焼
）
に
移

行
し
、
そ
の
後
、
徐
々
に
備
前
窯
で
の

皿
・
鉢
の
生
産
は
衰
退
し
て
い
く
。

本
発
表
で
は
、
十
六
～
十
七
世
紀
の

備
前
焼
の
皿
・
鉢
の
展
開
を
明
ら
か
に

し
、
ま
た
、
そ
れ
が
茶
の
湯
に
深
く
関

わ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

例
会
の
ご
案
内

※�

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
例
会

令
和
四
年
四
月
二
十
三
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
埼
玉
会
館
３
Ｃ
会
議
室
）

「
近
世
中
期
に
お
け
る
光
悦
茶
碗
の
受

容
過
程
」

讃
井
瑞
祥

「
称
名
寺
聖
教
に
見
え
る
茶
（
仮
）」

張
名
揚

令
和
四
年
七
月
二
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の

三
」

八
木
京
子
・
神
保
乃
倫
子

「
小
浜
藩
主
酒
井
忠
義
の
茶
道
具
蒐
集
」

依
田
徹

令
和
四
年
九
月
二
十
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
備
前
肩
衝
茶
入
「
布
袋
」
の
賞
玩
と

伝
承
」

荒
井
欧
太
郎

「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
《
三
彩
鉢
》

に
見
る
木
米
陶
芸
の
特
徴
（
仮
）」

安
河
内
幸
絵

令
和
四
年
十
二
月
三
日
（
土
）（
仮
）

午
後
二
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の

四
」

八
木
京
子
・
神
保
乃
倫
子

「
続
き
薄
茶
に
つ
い
て
（
仮
）」

岡
本
浩
一

令
和
五
年
二
月
十
一
日
（
土
）

午
後
二
時
～

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
）

「
松
平
不
昧
の
新
し
い
道
具
づ
く
り
に

つ
い
て
―
小
林
如
泥
の
指
物
作
品
調
査

か
ら
―
」

倉
澤
佑
佳

「
高
橋
箒
庵
―
『
大
正
名
器
鑑
』
を
中

心
に
―
」

齋
藤
康
彦

静
岡
例
会

令
和
四
年
五
月
上
旬

令
和
四
年
十
一
月
上
旬

東
海
例
会

午
後
二
時
～
三
時
半

（
開
場
午
後
一
時
半
～
）

（
会
場
：
昭
和
美
術
館
会
議
室
）

令
和
四
年
四
月
二
日
（
土
）

「
畠
山
即
翁
と
数
寄
者
の
交
友
」

降
矢
哲
男

令
和
四
年
六
月
二
十
五
日
（
土
）

「
楽
焼
（
仮
）」

神
崎
か
ず
子
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令
和
四
年
九
月
二
十
四
日
（
土
）

「
名
物
（
仮
）」

加
藤
祥
平

令
和
四
年
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

「
指
物
と
吉
田
家
」

稲
垣
信
斎

金
沢
例
会

令
和
四
年
五
月
二
十
九
日
（
日
）

午
後
一
時
～

（
会
場
：
金
沢
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

武
蔵
）

「
千
利
休
の
や
き
も
の
革
命
（
仮
）」

竹
内
順
一

令
和
四
年
十
月
三
十
日
（
日
）

午
後
一
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
名
物
茶
入
れ
の
履
歴
書
（
仮
）」

木
塚
久
仁
子

令
和
四
年
日
時
未
定

移
動
例
会　

高
山
方
面

令
和
五
年
三
月
（
日
未
定
）

午
後
一
時
～

（
会
場
：
未
定
）

「
茶
の
湯
と
社
会
的
意
義
／
地
域
へ
の

影
響
（
仮
）」

伊
東　

梢

高
知
例
会

＊
参
会
希
望
者
は
予
め
ご
連
絡
下
さ

い
。

令
和
四
年
九
月
十
八
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

「
茶
の
湯
文
化
学
会
二
〇
二
二
年
度
大

会
の
研
究
発
表
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」

発
表
者　
　

未
定

軽
食
茶
事　

正
午
～
午
後
四
時

　

席
主　
　

三
名

　

会
費　
　

千
円

令
和
四
年
十
二
月
十
一
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

「
茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発

表
」

岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』　

第
７
章
輪
読　

（
各
自
お
持
ち
の
本
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

茶　

事　

正
午
～
午
後
四
時

　

席
主　
　

四
名

　

会
費　
　

五
千
円

令
和
五
年
二
月
十
二
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

高
知
支
部
二
〇
二
三
年
度
事
業
計
画

新
刊
紹
介

『
お
茶
と
権
力
　
信
長
・
利
休
・
秀
吉
』

田
中
仙
堂
著　

文
藝
春
秋　

定
価
九
三

五
円
（
税
込
）

お
知
ら
せ

令
和
四
年
度

総
会
・
大
会
の
ご
案
内

　

令
和
四
年
度
総
会
・
大
会
を
左
記
の

日
程
で
計
画
中
で
す
。
詳
細
は
令
和
四

年
四
月
に
郵
送
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日　

程
：
令
和
四
年
六
月
四
日
（
土
）

場　

所
：
京
都

テ
ー
マ
：�「
わ
び
茶
の
生
成　

珠
光
か
ら

利
休
へ
―
珠
光
生
誕
六
〇
〇

年
、
利
休
生
誕
五
〇
〇
年
―
」

懇
親
会
：�

未
定
（
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
時
期
を
見
て

決
定
）

日　

程
：
令
和
四
年
六
月
五
日
（
日
）

見
学
会
：�

未
定
（
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
時
期
を
見
て

決
定
）


